
Agilent 34970A
データ収集／スイッチ・ユニット

Product Overview

高性能･低価格
データ収集システム
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比類ない価格と性能

Agilent Technologies 34970Aデータ収集／スイッチ・
ユニットを、現在入手可能な他のDACシステムと比べて
みてください。34970Aほどの強力な測定パフォーマン
ス、柔軟性、使いやすさを備えたシステムは、数倍の価
格でも入手し難いことがお分かりになるでしょう。

このような低価格の測定器に、これほどの性能を詰め込
むことができたのは、高価格製品用に開発した技術を取
り入れて、製品をパッケージ化したからです。パッケー
ジ化によって組立時間が短縮され、カスタムICの併用に
よって部品数が減り、製品検査も簡略化できました。製
造コストが下がった結果、お客様にも品質や性能を犠牲
にすることなく、低価格で製品を購入していただくこと
が可能となりました。

信頼できる測定
3スロット・カードケージにベンチトップDMMの測定エ
ンジンを組み込むことにより、低価格の小型データ収集
パッケージ34970Aにも、その高い測定パフォーマンス、
信号コンディショニング機能内蔵のユニバーサル入力、
柔軟なモジュール方式といった特長が生かされていま
す。34970Aは、6 1/2桁（22ビット）の分解能、0.004%
の基本DC電圧確度を実現しており、読取りノイズもほ
とんどありません。スキャン速度も最大250チャネル／秒
と速いため、正確な測定に必要な速度と確度が得られ
ます。

作業に対するパワフルな柔軟性

温度、AC/DC電圧、抵抗、周波数、電流の測定は、い
ずれも34970Aで行うことができます。内蔵オートレン
ジDMMによって11種類のファンクションを直接測定で
きるため、高価な外部信号コンディショニングは不要で
す。また、チャネルごとの設定が行えるアジレント・テ
クノロジー独自の設計は、34970Aの柔軟性を高め、迅
速で簡単なセットアップを可能にします。各チャネルに
独立した高性能DMMを備えているのと機能的には同じ
です。

ニーズに合わせて変更可能なカスタム構成

3つのモジュール・スロットと8つのスイッチ／コントロ
ール・モジュールを使えば、それぞれの条件に合わせて
34970Aをカスタマイズできます。モジュールは、最初
に必要なものだけを購入し、アプリケーションの拡張に
合わせて追加していけます。

無類の使いよさ

設定手順の簡略化や分かりやすいフロント・パネル・イ
ンタフェースによって、時間と労力が大幅に節約できま
す。モジュール上のネジ式端子コネクタ、内蔵の熱電対
基準接点、さまざまな使用例やヒントが掲載された読み
やすいユーザ・マニュアル、わずか15分で測定が可能な
標準「入門」キットなど、測定器の使用頻度に関係なく
生産性を向上させられるよう、様々な細かい配慮がなさ
れています。

フリー・ソフトウェア

もはや、ソフトウェアの記述と構成に貴重な時間を使う
必要はありません。BenchLinkTM Data Loggerソフト
ウェアを使用すれば、使い慣れたMicrosoft Windows®
インタフェースで、テストの設定や、データのリアルタ
イム表示／解析が行えます。しかも、このフル機能のデ
ータ・ログ・アプリケーションは、標準の34970Aすべ
てにフリー・ソフトウェアとして付属されています。
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手頃な価格で、予想以上の
パワーとフレキシビリティを実現

3スロットのメインフレーム
が、最大96のマトリックス・
クロスポイント、または120の
独立チャネルを提供

投資効果の高い3年間保証

Agilent BenchLink Data Loggerソフトウ
ェアには、Agilent VEEおよびNational
Instruments LabVIEWで使用可能なドラ
イバが付属

直感的なフロント・パネル、タ
スク別の分かりやすいメニュー

電源オフ時、50 Kの不
揮発性読取りメモリが
データを保持

入力チャネルごとの高/低アラ
ーム・リミット設定、4つの
TTLアラーム出力

生データをユー
ザ定義単位に変
換 す る た め の
スケール機能

組み込みの6 1/2桁（22ビット）
DMMが、外部信号コンディショ
ニングなしで11ファンクションを
測定

8種類のスイッチ
およびコントロ
ール・プラグイ
ン・モジュール
から選択可能

スキャン速度のぺーシング、読取り値
に対するタイムスタンプ用電池バック
アップ・リアルタイム・クロック

GPIBおよびRS-232インタフェース
を内蔵

モニタ表示モード
によって、進行中
のテストを監視
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データ収集アプリケーションの
あらゆる用途に使用可能な34970A
これまでは、操作が簡単で低価格のデータロガーか、適
応範囲の広い高性能のモジュール式データ収集システム
かの選択が必要でしたが、34970Aデータ収集／スイッ
チ・ユニットは両方の長所を兼ね備えています。チャネ
ルあたりのコストが安い簡単なユーザ・インタフェー
ス、モジュール方式のフレキシビリティ、優れた測定機
能を提供します。

34970Aデータ収集／スイッチ・ユニットは、価格と測
定パフォーマンスの両方から見て、最新の設計の特性評
価を行う研究開発エンジニアにも、テスト・システムの
構築やプロセスのトラブルシューティングを行う製造エ
ンジニアにも最適なユニットといえます。

データロガーとして使用する場合

34970Aは、20チャネル・リレー・マルチプレクサと組
み合わせれば、パワフルで低価格のデータロガーとして
簡単な特性評価に使用できます。セットアップが迅速で、
操作も簡単です。34970Aをデータ記録に使用する方法
については、6ページで詳しく説明します。

データ収集のフロントエンドとして使用する場合

34970Aは、優れた測定パフォーマンスを持つ自動テス
ト・システムです。測定に必要な確度、分解能、および
速度を備えています。適用例については、8ページをご
覧ください。

スイッチ・システムとして使用する場合

高品質の信号ルーティング・ソリューションを更に低価
格でお求めになりたい場合は、メインフレームを内部
DMMなしでご購入ください。詳しくは、10ページをご
覧ください。
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監視や特性評価用の使いやすいデータロガー

データロガーは、不規則性を識別するために、長期にわ
たって複数信号（温度、電圧など）の監視に使用されます。
適用例として、環境室の監視、コンポーネント検査、ベ
ンチトップ・テスト、プロセス・トラブルシューティン
グ、温度プロファイリングなどがあげられます。

34970Aは、スタンドアロンで、またはコンピュータと
接続して、複数データの記録や監視に使用することがで
きます。柔軟なモジュール方式をとっているため、チャ
ネル数を20～120の範囲で変更することができ、制御を
簡単に行うために、アクチュエータ、デジタルI/O、お
よびアナログ出力チャネルを追加することができます。
34970Aは小型で耐久性があり、携帯には最適です。ま
た、設置面積が小さいため、場所の制約があるベンチト
ップ・テストにも理想的です。自動テストの際には標準
装備のGPIB（IEEE 488）とRS-232インタフェースを介
して、測定器のプログラミングが可能です。

混乱が少なく良好な測定

通常、データロガーやデータ収集プラグイン・ボードは、
十分な測定パフォーマンスを備えていませんが、
34970Aからは、6 1/2桁の分解能、1年で0.004%の基本
DC電圧確度が得られます。

BenchLink Data Logger 3ソフトウェアが
データ収集を容易に

PCベースのデータ記録機能は欲しいけれども、プロ
グラミングに時間を費やしたくないとお考えなら、
BenchLink Data Logger 3ソフトウェアをお勧めし
ます。このWindows®ベースのアプリケーションは、
PCを使った測定値の収集と解析を可能にします。
BenchLink Data Loggerソフトウェアによって、テ
ストのセットアップ、測定データの捕捉と保管、入力
データのリアルタイム表示や解析が行えます。

スプレッド・シートが用いられているので、テストの
設定や制御が楽に行えます。また、さまざまな色のグ
ラフィックをデータの解析や表示に使用することがで
き、しかもすべての操作がポイント・アンド・クリッ
クで行えます。ストリップ・チャート、ヒストグラム、
X-Y散布図、アラーム・ライトなどを使って、複数の
グラフィックをセットアップできます。BenchLink
Data Logger3を使って他のアプリケーションにデー
タを移動し、さらに解析を行ったり、プレゼンテーシ
ョンやレポート作成に使用することもできます。



34970Aは、以下の11種類の入力信号の測定と変換を行
います。

● 熱電対、測温抵抗体（RTD）およびサーミスタで測定
した温度

● DCおよびAC電圧
● 2線式抵抗および4線式抵抗
● 周波数および周期
● DCおよびAC電流

さらに、各チャネルは個別に設定できます。すなわち、
同じモジュール上でチャネル1をDC電圧用に、チャネル2
をK型熱電対用に、チャネル3とチャネル13を4線式RTD
用に設定し、1回のスキャンですべてを測定することが
できます。カスタム・リニア変換では、任意のチャネル
でMx+Bスケーリング機能を使用できます。測定単位を
識別するために、RPMやPSIなど3文字のカスタム工学
ラベルを表示することも可能です。

汎用アラーム

同様に、アラームもチャネルごとに使用できます。高リ
ミット、低リミット、または両方を設定することができ
ます。34970Aは各読取り値をリミットと比較し、レン
ジ外にある測定値を知らせます。4つのTTLアラーム出
力のどれかを任意の入力チャネルに割り当て、アラー
ム・ライトを点灯したり、警告音を鳴らしたり、制御シ
ステムにTTLパルスを送信することができます。PCに接
続する必要はありません。

スキャンが簡単

34970Aは、（34907Aマルチ・ファンクション・モジュ
ールからのデジタル入力も含め）構成されたすべての入
力のスキャン・リストを、チャネル番号の昇順で自動的
に作成します。スキャン速度を指定するには、34970A
内部のタイマにより一定間隔で自動スキャンを行うよう
にリアルタイム・クロックを設定するか、手動でフロン
ト・パネルのボタンを押すか、ソフトウェア・コマンド
または外部TTLトリガ・パルスを送信します。

任意の入力の監視

特別な表示モードでは、スキャン中でも新しい読取り値
によって表示が更新されると共に、選択した入力チャネ
ルの監視も引き続き行なわれます。したがって、重要な
入力を常に監視することができ、テスト前のシステムの
トラブルシューティングにも有用です。

不揮発性メモリによる利便性と携帯性

すべての読取り値は、自動的にタイムスタンプが押され、
50,000読取り値まで記憶可能な不揮発性メモリに格納さ
れます。これは、（5分ごとに20チャネルをスキャンした
場合）1週間分以上のデータを保持するのに十分なメモリ
です。

不揮発性メモリでは電源をオフにしてもデータが保持さ
れるため、34970Aを使って遠隔地でデータを収集し、
後でPCにアップロードすることができます。また、不揮
発性メモリにはシステム設定も保持されるため、テスト
中に停電が起こった場合でも、電源の回復時に中断した
箇所からスキャンを再開することができます。
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データ・ログ機能のチェックリスト

1～120チャネルのアナログ入力

DC電圧、AC電圧測定、熱電対、サーミスタ、
RTD温度測定、2線式および4線式抵抗、DC
電流、AC電流、周波数および周期の測定

6 1/2桁（22ビット）の分解能、および1年で
0.004%の基本DC電圧確度

タイムスタンプを含む50kの不揮発性読取りメ
モリ

各チャネルで使用可能なスケーリングおよび
アラーム機能

スタンドアロン構成、トラブルシューティン
グ、およびデータ表示用のフル機能のフロン
ト・パネル

設定およびデータ解析用のBenchLink Data
Logger 3ソフトウェア

5種類の機器ステートの不揮発性メモリへの
記憶

❑✓
❑✓

❑✓

❑✓

❑✓

❑✓

❑✓

❑✓



自動テスト用のパワフルで柔軟な
データ収集システム

34970Aは、ユーザがアジレント・テクノロジーのデー
タ収集システムに期待する分解能、確度、再現性、およ
び速度をすべて備えています。さまざまなアプリケーシ
ョンに合わせて変更や拡張の可能なモジュール方式のシ
ステムには、優れた測定機能の他に信号ルーティング機
能と制御機能が組み込まれています。

パワフルな測定機能

34970Aの内部6 1/2桁DMMは、トップ・クラスのスタ
ンドアロンDMMと同じパワーと性能を備えています。
しかも、価格も占有面積も何分の一かで済みます。1年
で0.004%の基本DC電圧確度、1年で0.06%の基本AC電
圧確度、1年で0.01%の基本抵抗確度は、最高のベンチ
DMMと比べても性能面で遜色がありません。アジレン
ト・テクノロジーの特許技術であるMulti-slope III A-D
テクノロジによって、驚異的なリニアリティ（読取り値
の2 ppm＋レンジの1 ppm）と、22ビットの実分解能を
実現しています。また、積分型A/Dのため、ノイズの多
いPCプラグインやサンプリングA/Dと比べ、ノイズの
除去にも優れています。もはや、実データを見るための
データ・アベレージングは必要ありません。また、高速
スキャンが必要な場合、34970Aは最大250チャネ
ル／秒の速度で、変換済み測定値を送ります。

DMMの入力セクションは、34970Aのアース基準回路や
コンピュータ・インタフェースから、光学的に分離され、
シールドされており、最大300 Vの入力アイソレーショ
ンを実現しています。これは、長いケーブル配線や浮遊
測定信号源に関連するグランド・ループおよびコモン・
モード電圧誤差を減少させるためには重要です。

柔軟な機能

DMMはスロットでなくシャーシ内に取り付けられてい
るので、3つのメインフレーム・スロットがすべて、ス
イッチ・モジュールやコントロール・モジュールに使用
できます。8種類のモジュール（11ページ参照）から、現
在必要な機能を持つモジュールだけを選択できる一方、
将来の拡張にも柔軟に対応することができます。

内部DMMによって、11種類の入力の測定が簡単に低価
格で行えます。内蔵信号コンディショニングと変換ルー
チンが、生の入力値を真の情報に直接変換します。各測
定チャネルは個別に設定が可能で、隣接するチャネルで
も測定ファンクション、スケール・ファクタ、アラー
ム・リミットを別々に設定することができます。オフセ
ット補正、可変積分時間、ディレイなどの高度な測定機
能も、チャネルごとに選択できます。
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内蔵信号コンディショニング機能
によって

DC電圧以外のファンクションの処理を外部または
プラグイン信号コンディショニング・モジュール
に頼っている他のデータ収集システムと比べて、
34970Aのアーキテクチャには以下の長所があり
ます。

• 外部配線が少なくなるため、システムへのノイ
ズの侵入や誤差の可能性が減少します。

• 不要なケーブル、ブレークアウト・ボックス、
信号コンディショニングの構成要素が除外され
ることにより、目にみえないコストやシステム
全体のコストが減少します。

• コネクタやコンポーネントが減って構成が単純
化されるため、セットアップの時間が短縮され、
作業も簡単になります。

• 誤差解析から推測をなくします。測定確度を指
定する際、システムに関連するすべての誤差を
含めることができます。

• 故障の原因となる相互接続や部品数が少ないた
め、信頼性が向上します。
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ソフトウェア・ドライバ

テスト・システムのソフトウェア開発に費やされた時間
が、無駄になりません。Agilent VEEおよびNational
Instruments LabVIEW®に対応したソフトウェア・ド
ライバは、34970Aでも使用することができ、テスト・
システムに簡単に統合できます。標準のRS-232および
GPIBインタフェースとSCPIプログラミング言語によっ
て、さらに簡単に統合作業を行うことができます。

小型60チャネル・データ収集システム

ATE機能チェックリスト

6 1/2桁（22ビット）内部DMM付きの3スロッ
ト・カードケージ

1年で0.004%の基本DC電圧確度、0.06%の
AC電圧確度

高さ3 1/2インチのハーフラック測定器で、最
大120のシングル・エンド測定値または96の
マトリックス・クロスポイント

低周波およびRFマルチプレクサ、マトリック
スおよびアクチュエーション・スイッチ、デ
ジタル入出力、アナログ出力、イベント記録
など、8種類のスイッチおよびコントロール・
モジュール

最大250チャネル/秒のスキャン速度

GPIBインタフェース、および115kボーのRS-
232インタフェースを標準装備

Agilent VEEおよびNational Instruments
LabVIEW®に対応したソフトウェア・ドライバ

システム保守用のリレー保守機能

❑✓

❑✓

❑✓

❑✓

❑✓
❑✓

❑✓

❑✓
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自動テスト用の低価格、高品質のスイッチング

34970Aの内蔵測定機能が不要の場合、DMMを含めない
で注文すれば経費を節約することができます。DMMな
しの34970Aは、市場で一番低価格のスイッチ・ユニッ
トであり、DUTと、外部DMM、オシロスコープ、カウ
ンタ、電源などの測定器との間で、テスト信号のルーテ
ィングを行う場合の理想的なソリューションです。
DMMは、必要に応じて、いつでも追加することができ
ます。

必要な機能

34970A用モジュールの定義と設計は、スイッチングと
信号ルーティングに必要な広範囲のスペクトルを、より
少ないモジュールでカバーできるように配慮されていま
す。その結果、購入作業がシンプルになり、設定もより
簡単に行えるようになっています。また、設計にあたっ
ては、パフォーマンスと密度の改善も実現されています。

34970Aのモジュールは、マイクロボルトから300ボル
トまで、DCから2 GHzまでの切り替えが可能で、密
度は1フレームあたり120シングル・エンド・チャネルま
たは96マトリックス・クロスポイントとなっています。
さらに、アナログ出力、オープン・コレクタ・デジタル
出力、アイソレートされたC型リレーなど、ハイパワ
ー・デバイスを制御するための簡単なコントロール機
能を使用できます。

簡単なスキャン

34970Aでは、外部測定器を使って簡単にスキャンが行
えます。34970Aは、すべての有効な低周波マルチプレ
クサ入力を含むスキャン・リストを作成します。スキャ
ンの制御は、外部の「チャネル・アドバンス」入力、ま
たはフロント・パネルの“Step”キーで行なえます。

自動テスト用低価格スイッチング・システム



プラグイン・モジュールで34970Aの
カスタマイズが可能に

各種プラグイン・モジュールから必要なものを選択すれ
ば、高品質の測定機能、スイッチング機能、およびコン
トロール機能が得られます。モジュールには、低周波お
よびRFマルチプレクサ、マトリックス・スイッチ、汎用
スイッチのほか、デジタル入出力、アナログ出力、積算
機能を持つマルチファンクション・モジュールもありま
す。これらのモジュールを組み合わせて現在必要な機能
を実現し、アプリケーションの成長にあわせてチャネル
を変更したり、追加したりします。

34970A用のモジュールは、テストが簡単にすばやく、
高い信頼性で行えるよう設計されています。以下に、そ
の内容を説明します。

より高いスループット

Agilent独自のアーキテクチャに基づいて各モジュール
に高性能マイクロプロセッサを組み込んでいます。メイ
ンフレームからプロセッサを追い出し、バックプレーン
の通信を最小化することで高スループットを実現してい
ます。

より狭いスペースにより多くのチャネルを搭載

表面実装と高度集積設計によって、リレー・ドライブや
インタフェースの回路に必要なスペースを最小化してい
ます。高密度オン・モジュール・コネクタは、通常ター
ミナル・ブロックに必要なボードとコネクタのスペース
を減少させます。最新技術によって残りのボード・スペ
ースを縮小し、多くのデータ収集システムのターミナ
ル・ブロックとほぼ同じスペースに、最大40個のシング
ルエンド・チャネルを搭載しています。

便利な接続

オン・モジュール・ネジ式端子コネクタによって、配線
が楽に行えます。内蔵緩衝ケーブル・ルーティングとケ
ーブル接続ポイントによって、配線の安全性が確保され、
誤って引っ張っても配線への影響がありません。内部ア
ナログ・バスが、低周波マルチプレクサからの信号を内
部DMMに直接送信するので、外部接続は不要です。

下の表を参考にして、必要なモジュールを探してくだ
さい。
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モジュールのセレクション・ガイド

モデル タイプ 速度 最大 最大 帯域 耐熱 コメント
説明 （ch/sec） 電圧 電流 オフセット ページ

34901A 2線式アーマチュア 60 300 V 1A 10 MHz < 3 µV 追加電流チャネル2（全22）
20チャネル・マルチプレクサ （4線式選択可能） 冷接点基準内蔵 18

34902A 2線式リード 250 300 V 50 mA 10 MHz < 6 µV 冷接点基準内蔵
16チャネル・マルチプレクサ （4線式選択可能） 19

34903A SPDT/C型 120 300 V 1A 10 MHz < 3 µV
20チャネル・アクチュエータ/
GPスイッチ 20

34904A 2線式アーマチュア 120 300 V 1A 10 MHz < 3 µV
4 x8マトリックス 20

34905A コモン・ロー 60 42 V 0.7 A 2 GHz < 6 µV BNC - SMBアダプタ・ケーブルの
デュアル4チャネル （未終端） 帯域幅1GHz
RFマルチプレクサ50Ω 21

34906A コモン・ロー 60 42 V 0.7 A 2 GHz < 6 µV BNC - SMBアダプタ・ケーブルの
デュアル4チャネル （未終端） 帯域幅1GHz
RFマルチプレクサ75Ω 21

34907A 8ビット・デジタルI/O 42 V 400 mA オープン・ドレイン
マルチ・ファンクション・ ポート2個26ビット・イ 42 V 100 KHz 入力しきい値選択可能
モジュール ベント・カウンタ16ビッ ±12 V 10 mA DC フレームあたりの最大総出力40 mA

ト・アナログ出力2個 22

34908A 1線式アーマチュア 60 300 V 1A 10 MHz < 3 µV 冷接点基準内蔵
40チャネル・シングルエンド （コモン・ロー） 4線式測定なし
マルチプレクサ 19
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保証について

ハードウェアの故障や予定外の保守によって測定器を停
止させることはできません。そのため、Agi lentは
34970Aの設計にあたって信頼性の向上に努めています。
その例として、耐久性のある筐体、最新表面実装技術の
全面的な使用、部品数の削減、厳しい徹底的な製品検査
があげられます。Agilentは34970Aの品質と性能に自信
を持っております。

推測によるリレー保守から脱却

34970Aは、Agilentの特許リレー保守システムを使って
リレーの寿命を予測し、操業停止による損害の発生を防
いでいます。このシステムは、すべてのスイッチの閉じ
る回数を自動的にカウントし、それを各モジュールの不
揮発性メモリに保存します。個々のチャネルの総サイク
ル数を確かめることによって、保守のスケジュールをた
てたり、予測のむずかしい寿命による故障を避けること
ができます。
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仕様に関するガイド

以降のページには、34970Aデータ収集/スイッチ・ユニ
ットとそのモジュールの仕様が記載されています。これ
らの仕様は、以下の説明と例を参照してご覧ください。

● 測定確度は、読取り値のパーセントとレンジのパーセ
ントの和のことです。読取り値とは実際の測定値です。
レンジとはフルスケール値（1.2V、12Vなど）ではな
く、スケールの名前（1V、10Vなど）です。

● DMM測定確度には、すべてのスイッチング誤差が含
まれます。スイッチング誤差は、モジュール仕様にも
記載されています。温度測定の確度には、ITS-90の
変換誤差が含まれます。熱電対の確度には、基準接点
の誤差も含まれます。

● 確度は、24時間、90日、または1年の仕様を示します。
これは、最後に計測器を校正してからの期間を指しま
す。お客様各自の校正サイクルに適合する仕様をお使
いください。短期の相対パフォーマンスを判定するに
は、24時間仕様が便利です。

例1：基本DC電圧確度

以下の測定の確度を計算します。

入力：DC 9 V
レンジ：DC 10 V
1年確度仕様
通常動作温度（18℃～28℃）

次ページに記載の1年確度は、次のとおりです。
読取り値の0.0035%＋レンジの0.0005%

これは、以下のように計算されます。
（0.0035/100×9 V）＋
（0.0005/100×10 V）＝365 µV

従って、総合確度は次のとおりです。
365μV / 9 V = 0.0041%

例2：範囲外の動作温度

18℃～28℃の温度範囲外で34970Aを使用する場合は、
追加的な温度ドリフトによる誤差を考慮する必要があり
ます。例題1と同じ条件で、動作温度は35℃とします。

基本確度は例1と同じです。
読取り値の0.0035%＋レンジの0.0005%＝365 µV

ここで、次ページの10 Vでの温度係数に、動作温度範囲
外の温度差を掛けて、誤差を求めます。
（読取り値の0.0005%＋レンジの0.0001%）

/℃×（35℃ - 28 ℃）＝
（読取り値の0.0005%＋レンジの0.0001%）

/℃×7℃＝
読取り値の0.0035%＋レンジの0.0007%＝385 µV

従って、総合誤差は次のとおりです。
365 µV＋385 µV＝750 µV、すなわち0.008%

例3：熱電対測定確度

34970Aを使えば、熱電対の総合読取り誤差の計算は簡
単にできます。リストに示した測定確度をトランスデュ
ーサの確度に加えるだけです。スイッチング誤差、変換
誤差、および基準接点誤差は、すでに測定仕様に含ま
れています。

この例では、Jタイプ熱電対で入力読取り値が150 ℃の
場合を考えます。

次ページに記載の総合誤差は、次のとおりです。
熱電対プローブの誤差＋1.0℃
プローブのベンダによれば、確度は1.1℃
または0.4%のうちどちらか大きい方です。

従って、総合誤差は次のとおりです。
1.0℃＋1.1℃＝2.1℃、すなわち1.4%

例4：AC電圧確度

AC電圧ファンクションは、波形の形状にかかわらず、
入力波形の真の実効値を測定します。リストに示した確
度は、正弦波入力を仮定しています。非正弦波での確度
を求めるには、リストに示したクレスト・ファクタを加
えます。

この例では、±1Vの方形波をデューティ・サイクル50%、
周波数1 kHzで入力するとします。

1 V、1 kHzの正弦波の確度は、次のとおりです。
読取り値の0.06%＋レンジの0.04%
デューティ・サイクル50%の方形波のクレスト・ファク
タは、次のとおりです。
ピーク値／実効値＝1V／1V＝1

クレスト・ファクタ表から、読取り値の0.05%を
加えると、総合確度は次のようになります。

読取り値の
0.11%＋レンジの0.04%＝1.5 mV、すなわち0.15%



確度仕様　±（読取り値の%＋レンジの%）[1]

測定誤差、スイッチング誤差、トランスデューサの変換誤差を含みます。

温度係数
レンジ [3] 周波数など 24時間 [2] 90日 1年 0℃～18℃

23℃±1℃ 23℃±5℃ 23℃±5℃ 28℃～55℃

DC電圧
100.0000 mV 0.0030＋0.0035 0.0040＋0.0040 0.0050＋0.0040 0.0005＋0.0005
1.000000 V 0.0020＋0.0006 0.0030＋0.0007 0.0040＋0.0007 0.0005＋0.0001
10.00000 V 0.0015＋0.0004 0.0020＋0.0005 0.0035＋0.0005 0.0005＋0.0001
100.0000 V 0.0020＋0.0006 0.0035＋0.0006 0.0045＋0.0006 0.0005＋0.0001
300.000 V 0.0020＋0.0020 0.0035＋0.0030 0.0045＋0.0030 0.0005＋0.0003

真の実効値のAC電圧 [4]

100.0000 mV 3 Hz - 5 Hz 1.00＋0.03 1.00＋0.04 1.00＋0.04 0.100＋0.004
～100.0000 V 5 Hz - 10 Hz 0.35＋0.03 0.35＋0.04 0.35＋0.04 0.035＋0.004

10 Hz - 20 kHz 0.04＋0.03 0.05＋0.04 0.06＋0.04 0.005＋0.004
20 kHz - 50 kHz 0.10＋0.05 0.11＋0.05 0.12＋0.05 0.011＋0.005
50 kHz - 100 kHz 0.55＋0.08 0.60＋0.08 0.60＋0.08 0.060＋0.008
100 kHz - 300 kHz [5] 4.00＋0.50 4.00＋0.50 4.00＋0.50 0.20＋0.02

300.0000 V 3 Hz - 5 Hz 1.00＋0.05 1.00＋0.08 1.00＋0.08 0.100＋0.008
5 Hz - 10 Hz 0.35＋0.05 0.35＋0.08 0.35＋0.08 0.035＋0.008
10 Hz - 20 kHz 0.04＋0.05 0.05＋0.08 0.06＋0.08 0.005＋0.008
20 kHz - 50 kHz 0.10＋0.10 0.11＋0.12 0.12＋0.12 0.011＋0.012
50 kHz - 100 kHz 0.55＋0.20 0.60＋0.20 0.60＋0.20 0.060＋0.020
100 kHz - 300 kHz[5] 4.00＋1.25 4.00＋1.25 4.00＋1.25 0.20＋0.05

抵抗 [6]

100.0000Ω 1 mA 電流源 0.0030＋0.0035 0.008＋0.004 0.010＋0.004 0.0006＋0.0005
1.000000 kΩ 1 mA 0.0020＋0.0006 0.008＋0.001 0.010＋0.001 0.0006＋0.0001
10.00000 kΩ 100μA 0.0020＋0.0005 0.008＋0.001 0.010＋0.001 0.0006＋0.0001
100.0000 kΩ 10μA 0.0020＋0.0005 0.008＋0.001 0.010＋0.001 0.0006＋0.0001
1.000000 MΩ 5.0μA 0.002＋0.001 0.008＋0.001 0.010＋0.001 0.0010＋0.0002
10.00000 MΩ 500 nA 0.015＋0.001 0.020＋0.001 0.040＋0.001 0.0030＋0.0004
100.0000 MΩ 500 nA/10 MΩ 0.300＋0.010 0.800＋0.010 0.800＋0.010 0.1500＋0.0002

周波数と周期 [7]

100 mV 3 Hz - 5 Hz 0.10 0.10 0.10 0.005
～300 V 5 Hz - 10 Hz 0.05 0.05 0.05 0.005

10 Hz - 40 Hz 0.03 0.03 0.03 0.001
40 Hz - 300 kHz 0.006 0.01 0.01 0.001

DC電流（34901Aのみ）

10.00000 mA <0.1 V 負担 0.005＋0.010 0.030＋0.020 0.050＋0.020 0.002+ 0.0020
100.0000 mA <0.6 V 0.010＋0.004 0.030＋0.005 0.050＋0.005 0.002＋0.0005
1.000000 A <2 V 0.050＋0.006 0.080＋0.010 0.100＋0.010 0.005＋0.0010

真の実効値のAC電流（34901Aのみ）

10.00000 mA 3 Hz - 5 Hz 1.00＋0.04 1.00＋0.04 1.00＋0.04 0.100＋0.006
と[4] 1.000000 A 5 Hz - 10 Hz 0.30＋0.04 0.30＋0.04 0.30＋0.04 0.035＋0.006

10 Hz - 5 kHz 0.10＋0.04 0.10＋0.04 0.10＋0.04 0.015＋0.006

100.0000 mA [8] 3 Hz - 5 Hz 1.00＋0.5 1.00＋0.5 1.00＋0.5 0.100＋0.06
5 Hz - 10 Hz 0.30＋0.5 0.30＋0.5 0.30＋0.5 0.035＋0.06
10 Hz - 5 kHz 0.10＋0.5 0.10＋0.5 0.10＋0.5 0.015＋0.06

温度 タイプ 1年間の確度 [9] 拡張レンジ確度[9]

熱電対[10] B 1100℃～1820℃ 1.2℃ 400℃～1100℃ 1.8℃
E －150℃～1000℃ 1.0℃ －200℃～－150℃ 1.5℃
J ー150℃～1200℃ 1.0℃ －210℃～－150℃ 1.2℃
K －100℃～1200℃ 1.0℃ －200℃～－100℃ 1.5℃ 0.03℃
N －100℃～1300℃ 1.0℃ －200℃～－100℃ 1.5℃
R 300℃～1760℃ 1.2℃ －50℃～300℃ 1.8℃
S 400℃～1760℃ 1.2℃ －50℃～400℃ 1.8℃
T －100℃～400℃ 1.0℃ －200℃～－100℃ 1.5℃

RTD R0 from 49 Ω～2.1 kΩ －200℃～600℃ 0.06℃ 0.003℃

Thermistor 2.2 k, 5 k, 10 k －80℃～150℃ 0.08℃ 0.002℃

[1] 1時間の予熱、6 1/2桁での仕様。遅延ACフィルタ。
[2] 校正基準との相対値。
[3] 300 Vdc、300 Vac、1 Adc、1 AC電流レンジを除くすべてのレンジを20%

超えるレンジ。
[4] レンジの5%を超える正弦波入力の場合。レンジの1%～5%および50 kHz

未満の入力の場合、レンジ追加誤差の0.1%を追加。
[5] 1 MHzで読取り誤差の30%（代表値）。1×10 8 VHzに制限。

[6] 4線式抵抗測定ファンクション、またはスケーリングでオフセットを除去
した2線式抵抗測定の場合の仕様。スケーリングをしない場合、2線式抵
抗測定ファンクションには1Ωの誤差を追加。

[7] 入力は100 mV以上。10 mV入力の場合、読取り%誤差を10倍する。
[8] 10 mA以上の入力の場合のみ。
[9] 1年確度。全測定確度の場合は、温度プローブの誤差を追加。
[10] 34907Aモジュールが存在する場合は、熱電対の仕様は保証されません。
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測定特性 [8]

DC電圧
測定法： 連続積分多重スロープⅢ型A/Dコンバータ
A/Dリニアリティ： 読取り値の0.0002%＋レンジの0.0001%
入力抵抗：

100 mV、1 V、10 Vレンジ 10 MΩまたは10,000 MΩ以上を選択可能
100 V、300 Vレンジ 10 MΩ±1%
入力バイアス電流： 25℃で30 pA以下
入力保護： 全レンジで300 V

真の実効値のAC電圧
測定法： AC結合の真の実効値。任意のレンジで、

300 Vdcまでのバイアスを伴う入力のAC成分
を測定

クレスト・ファクタ： フルスケールで最大5:1
クレスト・ファクタの
追加誤差（非正弦波）： クレスト・ファクタ1-2 読取り値の0.05%

クレスト・ファクタ2-3 読取り値の0.15%
クレスト・ファクタ3-4 読取り値の0.30%
クレスト・ファクタ4-5 読取り値の0.40%

入力インピーダンス： 150pFとパラレルで1 MΩ±2%
入力保護： 全レンジで300 Vrms

抵抗
測定法： 4線式または2線式抵抗測定を選択。

LO入力の基準電流源
オフセット補償： 100Ω、1 kΩ、10 kΩレンジを選択可能
最大リード線抵抗： 100 Ω、1 kΩレンジの場合、リードあたりレ

ンジの10%。他のレンジでは1 kΩ
入力保護： 全レンジで300 V

周波数と周期
測定法： レシプロカル・カウント法
電圧レンジ： AC電圧ファンクションと同じ
ゲート時間： 1 s、100 ms、または10 ms
測定タイムアウト： 3 Hz、20 Hz、200 Hzの低周波リミットを選択

DC電流
シャント抵抗： 10 mA、100 mAの場合は5Ω。1 Aの場合は0.1Ω

入力保護： 34901Aモジュール上に1 A、250 Vのヒューズ

真の実効値のAC電流
測定法： ヒューズとシャントに直接結合。AC結合の真

の実効値測定（AC成分のみを測定）
シャント抵抗： 10m Aの場合は5Ω。100 mA、1 Aの場合は0.1Ω
入力保護： 34901Aモジュール上に1 A、250 Vのヒューズ

熱電対
変換： ITS-90ソフトウェア補償
基準接点タイプ： 内部、固定、または外部
開放熱電対チェック： チャネルごとに選択可能。5 kΩ以上で開放

サーミスタ 44004、44007、44006シリーズ

RTD α=0.00385（DIN）およびα=0.00391

測定ノイズ除去60（50）Hz [1]

DC CMRR: 140 dB
AC CMRR: 70 dB

積分時間 ノーマル・モード・ノイズ除去 [2]

200 plc / 3.33 s（4 s） 110 dB [3]

100 plc / 1.67 s（2 s） 105 dB [3]

20 plc / 333 ms（400 ms） 100 dB [3]

10 plc / 167 ms（200 ms） 95 dB [3]

2 plc / 33.3 ms（40 ms） 90 dB
1 plc / 16.7 ms（20 ms） 60 dB
< 1 plc 0 dB

動作特性 [4]

単一チャネル測定速度 [5]

ファンクション 分解能 [9] 読取り／秒

DC電圧、2線式抵抗 6 1/2桁（10 plc） 6（5）
5 1/2桁（1 plc） 57（47）
4 1/2桁（0.02 plc） 490

熱電対 0.1℃（1 plc） 49（47）
（0.02 plc） 280

RTD、サーミスタ 0.01℃（10 plc） 6（5）
0.1℃（1 plc） 47（47）
1℃（0.02 plc） 280

AC電圧 6 1/2桁、Slow（3 Hz） 0.14
6 1/2桁、Med（20 Hz） 1
6 1/2桁、Fast（200 Hz） 8
6 1/2桁 [6] 100

周波数、周期 6 1/2桁（1 sゲート） 1
5 1/2桁（100 ms） 9
4 1/2桁（10 ms） 70

システム速度 [7]

メモリへの書込み ch/s
単一チャネルdcV 490
34902A、dcVのスキャン 250
34907A、デジタル入力のスキャン 250
34902A、スケーリングと1アラーム・フェイルを伴う 220
dcVのスキャン
34907A、積算のスキャン 170
34902A、温度のスキャン 160
34902A、acVのスキャン [6] 100
34902A、代替チャネルのdcV/Ωのスキャン 90
34901A/34908A、dcVのスキャン 60

GPIBまたはRS-232に対するメモリの読取り／書込み（初期化、フェッチ）
34902A、dcVのスキャン 180
34902A、タイムスタンプ付きdcVのスキャン 150

GPIBへのメモリの読取り [10]

読取り 800
タイムスタンプ付き読取り 450
全フォーマット・オプションONでの読取り 310

RS-232へのメモリの読取り
読取り 600
タイムスタンプ付き読取り 320
全フォーマット・オプションONでの読取り 230

GPIBまたはRS-232へ直接
単一チャネルdcV 440
34902A、dcVのスキャン 200
単一チャネルMEAS DCV 10 / MEAS DCV 1 25
単一チャネルMEAS DCV / MEAS OHMS 12

[1] LOリードで1 kΩ不平衡の場合。
[2] 電源周波数±0.1%の場合。
[3] 電源周波数±1%の場合は80 dB、±3%の場合は60 dBを使用。
[4] 60 Hz（50 Hz）動作での読取り速度。
[5] ファンクションとレンジ固定、メモリへの読込み、スケーリングとアラー

ムはオフ、0はオフの場合。
[6] デフォルトのセトリング・ディレイでの最大リミットは無効。
[7] 4 1/2桁、ディレイ0、表示オフ、自動ゼロがオフの場合の速度。115 kボー

のRS-232設定を使用。
[8] 300 Vdc、AC、rmsアイソレーション電圧（ch-ch、ch-ア－ス）。
[9] 6 1/2桁＝22ビット、5 1/2桁＝18ビット、4 1/2桁＝15ビット。
[10］相対時間フォーマットを仮定（スキャン開始からの時間）



システム特性

スキャン入力
アナログ 34901A、34902A、および34908Aの

マルチプレクサ・チャネル
デジタル 34907Aのデジタル入力と積算
スキャン・リスト 昇順でチャネルをスキャン

スキャン・トリガ
ソース インターバル、外部、ボタン押下、ソフト

ウェア、またはモニタ・チャネル・アラー
ム
スキャン・カウント 1～50,000または連続
スキャン・インターバル 0～99時間。ステップ幅1 ms
チャネル・ディレイ チャネルあたり0～60秒。ステップ幅1 ms
外部トリガ・ディレイ 300μs以下。モニタがオンの場合は200 ms

以下
外部トリガ・ジッタ 2 ms以下

アラーム
アナログ入力 ハイ、ロー、またはハイ+ローを各スキャン

で評価
デジタル入力 34907Aデジタル入力：マスク可能パターン

マッチ、またはステート変化
34907A積算：ハイ・リミットのみ

モニタ・チャネル 各読取りでアラームを評価
アラーム出力 4 TTL互換。フェイルの場合、TTLロジックの

ハイまたはローを選択可能
待ち時間 5 ms（代表値）

メモリ
バッテリ・バックアップ、寿命の代表値4年[1]

読取り タイムスタンプ付きで50,000。スキャン中
に読取り可能

ステート ユーザ・ラベル付きの計測器のステート5つ
アラーム・キュー 最大20イベント。チャネル番号、読取り値、

タイムスタンプを含む

システムの機能
チャネルごとの演算 個別のMx+Bスケーリング、およびリアルタ

イムでの最小値／最大値／平均値の計算
停電復帰 自動的にスキャンを再開
リレー保守 各リレーの閉じる回数をカウントし、ユー

ザが再設定可能なモジュールに保存
リアルタイム・クロック バッテリ・バックアップ、寿命の代表値4年 [1]

一般仕様
電源 100 V / 120 V / 220 V / 240 V±10%
電源周波数 45 Hz～66 Hzを自動検知
消費電力 12 W（ピーク25 VA）
動作環境 0℃～55℃で最大確度40℃、相対湿度80%

で最大確度
記憶環境 －40℃～70℃[1]

質量 3.6 kg
安全性 CSA、UL-1244、IEC 1010 CatⅠに適合
RFIおよびESD CISPR 11、IEC 801/ 2 / 3 / 4

ソフトウェア

Agilent BenchLink Data Logger（オプション001には含まれない）

システム要件 [2]

オペレーティング・システム Windows 98SE、NT® 4.0 SP6a、2000 SP4、
XP SP2、Adobe® Acrobat® Reader V5.0以上
（マニュアルの表示用）、Microsoft® Internet

Explorer V6.0以上（Windows NTを使用する
場合は必須）

コントローラ 推奨：Pentium® 4、800 MHz以上、
最小：PentiumⅢ、500 MHz

RAM 推奨：256 MB以上、最小：128 MB
ディスク空き容量 推奨：200 MB、最小：100 MB
ディスプレイ 推奨：800×600の解像度、256色
インタフェース [3]

GPIB AgilentおよびNational Instruments社の
PCI-GPIB

LAN-to-GPIB E5810A
USB-to-GPIB 82357A

RS-232（シリアル・ポート）PC COM 1-4PC

Agilent BenchLinkの機能
設定 スプレッドシート風チャンネル構成

計測器セットアップのアップロード、
ダウンロード
＋－*/、dB、dBm、dBV、x2、√x、および
最大、1/2、1/4のブリッジひずみを使った
チャネル

グラフィカル・ディスプレイ リアルタイムおよび履歴データ表示
マーカおよびアラーム表示付きストリップ・
チャート、バー・チャート／散布図、統計
付きヒストグラム、バー・メータおよびデ
ータ・テーブルのリアルタイムでの追加、
削除、サイズ変更、設定

グラフィカル・コントロール スライダ、スイッチ、ボタン、および
LEDライト

アラーム／リミット・テスト アラーム条件でのスキャンの開始／停止
アラーム時の34903Aリレー・ステート、
および34907Aデジタル出力の制御

データ リアルタイムでディスクに保存
データ／構成の自動エクスポート
データやグラフィックをWindowsのクリッ
プボードにコピー
ユーザ選択データをASCIIファイル、CSV、
TSVにエクスポート

イベント・ログ アラームとエラーの自動入力

プログラミング言語に対する計測器ドライバのサポート
ユニバーサル Windows 95およびNT互換
計測器ドライバ Agilent VEE 3.2以降、Visual Basic 4.0、

LabWindows CVI 4.0、LabVIEW 7.0
LabVIEWドライバ（Ⅵ） LabVIEW 7.0

16

[1] 40℃を超える温度環境での記憶は、バッテリ寿命を縮めます。
[2] ソフトウェアはCD-ROMで提供され、インストール用フロッピーを作成す

るユーティリティが付属しています。
[3] インタフェースとドライバは、別途購入してインストールする必要があり

ます。
[4] 90 MHz Pentium、20 MB RAM
[5] IEEE-488用のVISAコマンド・ライブラリが必要です。

Microsoft、Windows、Windows NTは、Microsoft Corporation.の米国登
録商標です。
AdobeおよびAcrobatは、Adobe Systems Incorporated.の商標です。
Pentiumは、Intel Corporation.の米国登録商標です。
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モジュール仕様

34970Aの確度仕様リストで、下の表に示すスイッチン
グ・オフセットと基準接点誤差については既に記載され
ています。外部計測装置でシステム誤差を決定するため
に、これらの誤差は別々に示します。

1つのメインフレームに、任意の組み合わせで最大3つの
モジュールまで挿入することができます。34970Aの内
部DMMへの接続は、34901A/902A/908A低周波マルチ

プレクサを介してのみ可能です。

モジュール上のねじ式端子には、線径が16～22ゲージの
線を取り付けることができます。ハイ・チャネル・カウ
ント・アプリケーション用には、20ゲージの線を推奨し
ます。34905A/906A RFマルチプレクサでは、SMBコ
ネクタを使用します。各RFモジュールには、便利な
BNCコネクタによる接続ができるように、標準セットの
BNC - SMBアダプタ・ケーブルが10本付属しています。

マルチプレクサ アクチュエータ マトリクス RFマルチプレクサ マルチファンクション

34901A 34902A[1] 34908A 34903A 34904A 34905A 34906A 34907A

General
チャネル数 20＋2 16 40 20 4×8 デュアル 1×4 モジュール

2/4線式 2/4線式 1線式 SPDT 2 線式 50Ω 75Ω 仕様に
内部DMMへの接続 ● ● ● ついては
スキャン速度 60 ch/s 250 ch/s 60 ch/s 22ページ参照
オープン／クローズ速度 120/s 120/s 70/s 120/s 120/s 60/s

入力
電圧（DC、AC rms）[2] 300 V 300 V 300 V 300 V 300 V 42 V
電流（DC、AC rms） 1 A 50 mA 1 A 1 A 1 A 0.7 A
電力（W、VA） 50 W 2 W 50 W 50 W 50 W 20 W

DC特性
オフセット電圧[3] < 3 uV < 6 uV < 3 uV < 3 uV < 3 uV < 6 uV
初期クローズド・チャネル抵抗[3] < 1 Ω < 1 Ω < 1 Ω < 0.2 Ω < 1 Ω < 0.5 Ω
チャネル間、チャネル・ > 10 GΩ > 10 GΩ > 10 GΩ > 10 GΩ > 10 GΩ > 1 G Ω
アース間アイソレーション

AC特性
帯域幅 [4] 10 MHz 10 MHz 10 MHz 10 MHz 10 MHz 2 GHz [5] 2 GHz [5]

挿入損失（dB） 10 MHz ─ ─ ─ ─ ─ －0.1 －0.1
100 MHz ─ ─ ─ ─ ─ －0.4 －0.4
500 MHz ─ ─ ─ ─ ─ －0.6 －0.5

1 GHz ─ ─ ─ ─ ─ －1 －1
1.5 GHz ─ ─ ─ ─ ─ －1.2 －1.5

2 GHz ─ ─ ─ ─ ─ －3 －2

SWR 10 MHz ─ ─ ─ ─ ─ 1.02 1.02
100 MHz ─ ─ ─ ─ ─ 1.05 1.05
500 MHz ─ ─ ─ ─ ─ 1.20 1.25

1 GHz ─ ─ ─ ─ ─ 1.20 1.40
1.5 GHz ─ ─ ─ ─ ─ 1.30 1.40

2 GHz ─ ─ ─ ─ ─ 1.40 2.00

チャネル間クロストーク（dB）[4] 10 MHz －45 －45 －18[6] －45 －33 －100 －85
100 MHz ─ ─ ─ ─ ─ －85 －75
500 MHz ─ ─ ─ ─ ─ －65 －65

1 GHz ─ ─ ─ ─ ─ －55 －50
1.5 GHz ─ ─ ─ ─ ─ －45 －40

2 GHz ─ ─ ─ ─ ─ －35 －35

立上がり時間 < 300 ps
信号遅延 < 3 ns
容量 HI - LO < 50 pF < 50 pF < 50 pF < 10 pF < 50 pF < 20 pF

LO - Earth < 80 pF < 80 pF < 80 pF < 80 pF < 80 pF ─
ボルト・ヘルツ・リミット 108 108 108 108 108 1010

その他
熱電対冷接点確度 [3] （代表値） 0.8℃ 0.8℃ 0.8℃[8]

スイッチ寿命　負荷なし（代表値） 100 M 100 M 100 M 100 M 100 M 5 M 5 M
定格負荷（代表値）[7] 100 k 100 k 100 k 100 k 100 k 100 k 100 k

温度　　　　　　　　　　動作 全カード─ 0℃～55℃
記憶 全カード─ －20℃～70℃

湿度　　　　　　　（結露なし） 全カード─ 40℃ / 80% RH

[1] 外部トランジェント抑圧装置を使用しないで、AC電源ラインに接続する
ことは推奨しません。

[2] チャネル間またはチャネル－アース間
[3] DMM測定確度仕様に含まれる誤差
[4] カードのSMCコネクタに直接の帯域幅

[5] 50Ωソース、50Ω負荷
[6] チャネル1～20、または21～40内のアイソレーション、バンクは－40 dB
[7] 抵抗負荷にのみ適用
[8] コモンLo構成なので、34908Aを使用した熱電対測定は推奨しません。
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マルチプレクサセレクション・ガイド

各マルチプレクサは、それぞれ特長があり、用途に適し
た製品を選択できます。34901Aは測定機能の多さを、
34902Aは高速スキャンを、34908Aはシングルエン
ド・チャネル数の多さを特長としています。34970Aの
内部DMMに接続できるのは、これら3つのモジュールだ
けです。これらのモジュールは、外部機器を使ったスキ
ャンに使用することもできます。

すべてのマルチプレクサ・モジュールは、ブレークビフ
ォーメーク・スキャンを使用し、一度に1つのクロー
ズ・チャネル（または、チャネルのペア）だけを確保しま
す。複数チャネルのクローズが許されるのは、34901A
および34902Aモジュールをスキャン用に設定しない場
合です。

34901A
20チャネル汎用マルチプレクサ

● 60 ch/sのスキャン
● 2線式および4線式のスキャン
● 熱起電力補償付き
● 300 Vスイッチング

34901Aは、汎用スキャン用として最も用途の広いマル
チプレクサです。密度の高いマルチファンクション・ス
イッチングと、60チャネル/秒のスキャン速度が組み合
わされているため、広範囲のデータ収集アプリケーショ
ンを扱うことができます。

同じモジュール上で、2線式と4線式のチャネルを測定さ
せることができます。2つのヒューズ付き入力（全22チ
ャネル）が追加され、1 Aまでの電流をDMMに送ること
ができるため、外部にシャント抵抗を付けなくてもAC
およびDC電流を測定することができます。

34901A 34902A 34908A
チャネル数 20＋2 16 40
最大スキャン速度 60チャネル/s 250チャネル/s 60チャネル/s
接点数 2または 4 2 または 4 1

温度
熱電対 ✓ ✓ ✓

2線式RTD ✓ ✓ ✓

4線式RTD ✓ ✓

サーミスタ ✓ ✓ ✓

DC電圧 ✓ ✓ ✓

AC電圧 ✓ ✓ ✓

2線式抵抗測定 ✓ ✓ ✓

4線式抵抗測定 ✓ ✓

周波数 ✓ ✓ ✓

周期 ✓ ✓ ✓

DC電流 ✓

AC電流 ✓
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34902A
16チャネル高速マルチプレクサ

● 250 ch/sのスキャン
● 2線式および4線式のスキャン
● 熱起電力補償付き

34902Aは、リード・リレーを使って最大250チャネ
ル／秒のスキャン速度を実現します。このモジュールは、
高スループットの自動テスト・アプリケーションや、高
速のデータ記録および監視作業に適しています。

16本の2線式入力は300 Vまでスイッチングできます。
同じモジュール上で、2線式と4線式のチャネルを測定さ
せることができます。電流測定の場合は、シャント抵抗
を付ける必要があります。

34908A
40チャネル・シングルエンド・マルチプレクサ

● 60 ch/sのスキャン
● Comが共通のアプリケーション用単線式スイッチ
ング

● 熱起電力補償付き

34908Aは、バッテリ・テスト、コンポーネント特性評
価、ベンチトップ・テストなど、Comが共通のアプリケ
ーションでの多チャネル測定に適しています。

各モジュールは、40本の単線式入力のスイッチングを行
います。電流以外のすべての2線式内部測定ができます。
モジュールのロー接続はアースからアイソレートされて
いるため、300 Vまでのフローティングが可能です。

バックプレーン・スイッチ
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注：電流ループとそれによる誤差を避ける
ために、熱電対は互いに電気的にアイソレ
ートする必要があります。

注：外部トランジェント抑圧装置を使用
しないで、AC電源ラインに接続するこ
とは推奨しません。
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34903A
20チャネル・アクチュエータ／汎用スイッチ

● SPDT（C型）ラッチング・リレー
● 300 V、1 Aの操作と制御

この汎用スイッチ・モジュールは、20個の独立した単極
双投（SPDT）リレーを持ちます。これを使って、測定中
の製品に電源を供給したり、インジケータ・ライトやス
テータス・ライトを制御したり、外部の電源リレーやソ
レノイドを操作したりします。マトリックス・モジュー
ルおよびマルチプレクサ・モジュールと組み合わせる
と、カスタム・スイッチ・システムを構築できます。
300 V、1 Aの接点で最大50 Wまで扱うことができ、多
くの電源ライン・スイッチング・アプリケーションには
十分です。

34904A
4×8 2線式マトリックス・スイッチ

● 32個の2線式クロスポイント
● 300 V、1 Aのスイッチング

34904Aを使うと、被測定デバイスと試験用機器をフレ
キシブルに接続することができ、被測定デバイス上の複
数の点にさまざまな機器を同時に接続できます。

複数のモジュール間で行または列を接続して、8×8や
4×16のマトリックス、あるいは1つのフレームに96の
クロスポイントを持つようなさらに大きなマトリックス
を作成することができます。
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34905A 50Ω
34906A 75Ω

デュアル4チャネルRFマルチプレクサ

● 2 GHzの帯域幅
● BNC - SMBアダプタ・ケーブル付属

RFマルチプレクサ34905Aと34906Aは、高周波および
パルス信号用の広帯域スイッチング機能を提供します。
これらを使って、信号発生器、オシロスコープ、スペク
トラム・アナライザなどの機器と被測定デバイスの間で
試験信号を送ります。

これらのRFマルチプレクサは、２つの独立した1×4マ
ルチプレクサとして構成され、共通のシールドとスイッ
チで切り替えられる中心導線を持っています。2 GHzが
使用可能な帯域幅のSMB入力に接続することも、1 GHz
の帯域幅のBNC - SMBアダプタに接続することもでき
ます。大きなトポロジが必要なアプリケーションの場合
は、複数のバンクを縦続接続して、1つのフレームに
16：1のスタブレス・マルチプレクサを作成できます。
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50ΩMUXの代表的ACパフォーマンス図

直接カードへ
提供されたアダプタ・ケーブルを使用

70ΩMUXの代表的ACパフォーマンス図

挿入損失 VSWR クロストーク

挿入損失V SWR クロストーク



34907A
マルチファンクション・モジュール

● 16ビットのデジタル入出力
● 100 kHzのトータライザ入力
● ±12 Vのアナログ出力2つ

34907Aを使うと、さまざまなセンスおよび制御アプリ
ケーションのフレキシビリティを高められます。8ビッ
ト・デジタル入出力のポート2つ、100 kHzゲートのト
ータライザ、そして±12 Vのアナログ出力2つを、1つの
アース基準のモジュール上で結合しています。デジタル
入力とトータライザ入力は、スキャンに含めることがで
きます。デジタル入力とイベント・カウンタ入力のアラ
ーム・リミットは、スキャンとスキャンの間でも連続し
て評価され、アラーム条件が捕捉され記録されます。

デジタル入出力

デジタル出力を外部電源とともに使って、マイクロ波ス
イッチおよびアッテネータ、ソレノイド、電源リレー、
インディケータなどを制御します。デジタル入力を使っ
て、リミット・スイッチやデジタル・バスのステータス
を検知します。複雑なハンドシェーク・モードはなく、
読取り／書込みはフロント・パネルまたはバスから開始
されます。

デジタル入出力

ポート1、2 8ビット、入力または出力、非アイソレーシ
ョン

V入力（ロー） < 0.8V（TTL）
V入力（ハイ） > 2.0V（TTL）
V出力（ロー） < 0.8V Iout＝－400 mA
V出力（ハイ） > 2.4V Iout＝1 mA
V出力（ハイ）最大 < 42V、外部オープン・ドレイン・プルアップ
アラーム マスク可能パターンマッチ、またはステー

ト変化
速度 4 ms（最大）アラーム・サンプリング
待ち時間 5 ms（代表値）で34970Aにアラーム出力
読取り／書込み速度 95/s

トータライザ入力

フォト・インターラプタ、リミット・スイッチ、ホール
効果センサなどのデバイスからのイベントをカウントし
ます。

トータライザは常に更新され、いつでもフロント・パネ
ルやプログラムから読取ることができます。26ビットの
分解能があるため、フルスピードのイベントをオーバー
フローすることなく11分以上カウントすることができ
ます。

トータライザ入力

最大カウント 226 - 1
トータライザ入力 100 kHz（最大）。立上がりエッジまたは立下

がりエッジ、プログラム可能
信号レベル 1Vp-p（最小）、42Vpk（最大）
しきい値 0VまたはTTL、ジャンパ選択可能
ゲート入力 TTL-ハイ、TTL-ロー、または、なし
カウント・リセット 手動、または読取り+リセット
読取り速度 85/s

アナログ出力

電子的に校正されたアナログ出力2つを使って、被測定
デバイスにバイアス電圧を供給したり、プログラム可能
なアナログ電源を制御したりすることができ、制御シス
テムの設定値として出力を使用することもできます。出
力は、フロント・パネルまたはバスから直接、ボルト単
位でプログラムできます。

アナログ出力

DAC 1、2 ±12 V、非アイソレーション
分解能 1 mV
Iout 最大10 mA
セトリング・タイム 1 ms（出力の0.01%以内）
確度 ±（出力の%＋mV）

1年　±5℃ 0.25%＋20 mV
温度係数 ±（0.015%＋1 mV）/℃
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ラックマウントおよび外形寸法

34970A
DATA ACQUISITION/SWITCH UNIT

34970A
DATA ACQUISITION/SWITCH UNIT

34970A
DATA ACQUISITION/SWITCH UNIT

1つの機器をラック・マウントする場合は、アダプタ・
キット5063-9240（オプション1CM）をご注文ください。

2つの機器を横に並べてラック・マウントする場合は、
ロックリンク・キット5061-9694とフランジ・キット
5063-9212をご注文ください。

1つまたは2つの機器をスライディング・サポート・シェ
ルフに取り付ける場合は、シェルフ5063-9255とスライ
ド・キット1494-0015をご注文ください（機器が1つの場
合は、フィラー・パネル5002-3999もご注文ください）。



オーダ情報

メインフレーム
34970Aデータ収集／スイッチ・ユニット
付属品：内部6 1/2桁DMM、操作／サービス・ガイド、テスト・
データ、電源ケーブル、Quick Startパッケージ（付属品：Agilent
BenchLink Data Loggerソフトウェア、RS-232ケーブル、熱電対、ね
じ回し）モジュールは別売。

オプション001 内蔵DMM削除
上記から、内蔵DMMとQuick Startパッケージを除いたもの。
DMMを後付けする場合は、34970-80010をオーダしてください。
オプション1CM ラック・マウント・キット
オプションA6J ANSI Z540準拠校正
オプション0B0 マニュル削除
オプションAB0 台湾：中国語マニュアル
オプションAB1 韓国語マニュアル
オプションAB2 中国：中国語マニュアル
オプションABA 英語マニュアル
オプションABD ドイツ語マニュアル
オプションABE スペイン語マニュアル
オプションABF フランス語マニュアル
オプションABJ 日本語マニュアル
オプションABZ イタリア語マニュアル

モジュール
34901A 20チャネル・アーマチャ・マルチプレクサ
34902A 16チャネル・リード・マルチプレクサ
34903A 20チャネル・アクチュエータ／汎用スイッチ
34904A 4×8 2線式マトリクス・スイッチ
34905A デュアル4チャネルRFマルチプレクサ、50Ω
34906A デュアル4チャネルRFマルチプレクサ、75Ω
34907A マルチファンクション・モジュール
34908A 40チャネル・シングルエンド・マルチプレクサ

アクセサリ
34307A J型熱電対、10パック
34308A 10 kΩサーミスタ、5パック
34161A アクセサリ・ポーチ
34131A 輸送用ケース
E5810A LAN/GPIBゲートウェイ
82357A USB/GPIB
34970-80010 DMMフィールド・インストール・キット。テス
ト・ポートで校正済み。クイック・スタート・キット付き
34905-60001 50Ω SMB-BNCアダプタ、10個
34906-60001 75Ω SMB-BNCアダプタ、10個

関連カタログ カタログ番号

34970Aデータ収集／スイッチ・ 5966-4443J
ユニット用アクセサリ data sheet

Practical Temperature Measurements, 5965-7822E
application note

34980Aマルチファンクション／ 5989-1437JA
スイッチ計測ユニット data sheet

Windows XP およびWindows 2000 は、
Microsoft Corp.の米国登録商標です。

アジレント・テクノロジー株式会社
本社〒192-8510 東京都八王子市高倉町9-1

計測お客様窓口
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FAX、E-mail、Webは24時間受け付けています。

TEL■■ 0120-421-345
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